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「お金のヒミツや仕組み」をより分かりやすく 

＜1年間で全額償却も可能？航空機や 

ヘリコプターの資産価値とは？＞ 
 

 「航空機やヘリコプターって資産としてのメリットが大きいとは聞くけど、具体的にどんな利点があるん

だろう…」と思っている方。 航空機やヘリコプターは投資を回収できる可能性が高く、優良な資産とし

て富裕層を中心に注目されています。 

 

１．航空機やヘリコプターで減価償却をするメリット 

とはいえ、航空機やヘリコプターの資産としてのメリットは意外とわかりにくいですよね。 

そこで、この記事では航空機やヘリコプターの資産としての利点や、実際に資産として航空機やヘリ

コプターがおすすめの人についてお伝えします。 

まず、航空機やヘリコプターで減価償却をするメリットについて、 

 

 1.経済的耐用年数の早期に減価償却が終わる 

 2.資産価値が急に下がりにくい 

 3.中古での売買が盛んで、比較的売却しやすい 

 4.リース(貸し出し)もできる 

 

 の順に紹介します。 

 

1. 経済的耐用年数の早期に減価償却が終わる 

経済的耐用年数とは、資産の価値がなくなるまでの年数を意味します。 

航空機、ヘリコプターの場合だと、経済的耐用年数はおおよそ 30〜40年です。 

そして航空機やヘリコプターの減価償却にかかる年数(法定耐用年数)は 5〜10年。 

つまり、減価償却が終わったあとも航空機やヘリコプターは 20〜35年ほど経済的に価値を持ち続け

るのです。 

 

2. 資産価値が急に下がりにくい 

航空機やヘリコプターは資産価値がゆるやかに下っていくのが特徴です。 

航空機やヘリコプターは人を乗せて空を飛ぶため、点検によって安全が厳しく保たれます。そのため、 

たとえ中古の機体であっても価値は下がりにくく、むしろ 10年ほど使った機体のほうが安定していると

考えられるほどです。 
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3. 中古での売買が盛んで、比較的売却しやすい 

  航空機は 10年ほど使った機体のほうが安全ととらえられることも多いため、中古売買の市場が発

達しています。 

そのため、売りに出したいときに買い手がすぐに見つかりやすいメリットもあるのです。 

 

4. リース(貸し出し)もできる 

航空機やヘリコプターは他人に貸し出すことができるのも利点です。航空機などの減価償却できる

資産の貸し出しは「オペレーティングリース」と呼ばれます。 

これにより所得を得ることができるほか、税金を繰り延べることで節税することも可能です。また、オ

ペレーティングリースの中でも航空機は、船などと比べて節税効果が高いものとして知られています。 

オペレーティングリースについて詳しくは「オペレーティングリースの利用が節税につながる理由(外部

リンク)」をチェックしてみてください。 

 

２．航空機やヘリコプターの減価償却はこんな人におすすめ 

 

航空機やヘリコプターを利用した減価償却は、以下の条件を満たす方におすすめです。 

 ・たくさんの利益が急に出てしまった 

 ・経常利益が 3000万円を超えている 

 ・現預金として 1億円以上を持っている 

これらの条件を満たす方であれば、航空券やヘリコプターのメリットを活かせる可能性が高いと言え

ます。 

 

また、これから事業継承を予定しており、自社株対策が求められる方も航空機やヘリコプターでの減

価償却を検討してみてください。 

また、航空機やヘリコプターの直接保有によって 1年間で全額減価償却を行う手法もあり、突発的に

多額の利益が出た個人・法人や、利益の落差の大きいネット業界の会社などに多く利用されていま

す。 

 

ここまで、航空機やヘリコプターの減価償却についてメリットを紹介しました。 

 

おさらいすると、航空機やヘリコプターの資産としてのメリットは、 

 

  ・経済的耐用年数の早期に減価償却が終わる 

  ・資産価値が急に下がりにくい 

  ・中古での売買が盛んで、比較的売却しやすい 

  ・リース(貸し出し)もできる 

 

  の 4つです。 
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また、実際に航空機やヘリコプターの購入が向いている方は、 

 

◦たくさんの利益が急に出てしまった 

◦経常利益が 3000万円を超えている 

◦現預金として 1億円以上を持っている 

 

 の条件を満たす方だと紹介しました。 

 

航空機やヘリコプターは富裕層向けの資産として優秀であることがお分かりいただけたかと思いま

す。 

  一度検討してみる価値があるのではないでしょうか。 

 
＞＞更に資産運用に関する情報を見られたい方は向け。 

お金のプロを目指す！「日税 FPフォーラム」はこちら 

⇒http://www.nichizei.com/fpforum.html 

 

＜著者プロフィール＞ 

福田 猛 

ファイナンシャルスタンダード株式会社 代表取締役  

大手証券会社入社後、10年間、1,000人以上の資産運用コンサルティングを経験。2012年ＩＦ

Ａ法人であるファイナンシャルスタンダード株式会社を設立。独立系資産運用アドバイザーと

して数多くのセミナーを主催し、幅広い年齢層の顧客から支持を受け活躍中。 

著書に「金融機関が教えてくれない 本当に買うべき投資信託」（幻冬舎）がある。 

２０１５年楽天証券ＩＦＡサミットにて独立系ファイナンシャルアドバイザーで総合１位を受

賞。 

■■■■■ 著 作 権 な ど ■■■■■ 

著作権者の承諾なしにコンテンツを複製、他の電子メディアや印刷物などに再利用(転用)することは、

著作権法に触れる行為となります。また、メールマガジンにより専門的アドバイスまたはサービスを提

供するものではありません。貴社の事業に影響を及ぼす可能性のある一切の決定または行為を行う

前に必ず資格のある専門家のアドバイスを受ける必要があります。メールマガジンにより依拠すること

によりメールマガジンをお読み頂いている方々が被った損失について一切責任を負わないものとしま

す。 

  
参考 

経済金融情報メディア「F-Style」：https://fstandard.co.jp/column/ 

“F-Style”とは？ 

人々のくらしと密接に関わる「お金のヒミツや仕組み」を、より分かりやすくお伝えする経済金融メディ

アです。 

 

http://www.nichizei.com/fpforum.html
https://fstandard.co.jp/column/

